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ついて―」『富大比較文学』第 3 集、2010 年 12 月、134-141 頁。金子幸代『森鷗外生誕 150 周
年記念―異文化理解の検証と普及―　「知の東西融合」シンポジウム報告（2012/10/25）』、富
山大学人文学部、2012 年 10 月。
4 山口徹「文芸誌『スバル』における「椋鳥通信」―一九〇九年のスピード」『学術研究：国語・
国文学編』（早稲田大学教育学部）、第 53 号、2005 年 2 月、39-49 頁。
5 拙稿「ダンヌンツィオの初期受容をめぐって―「アルプス越え」から日本へ」『ダンヌンツィ
オに夢中だった頃　生誕 150 周年記念展（東京・京都 2013-14）と研究の最前線』（イタリア地中
海研究叢書 1）、2015 年、284-298 頁。ダンヌンツィオとドイツ、オーストリアとの関わりにつ
いては、以下に詳しい。D’Annunzio e la cultura germanica, Atti del VI Convegno internazionale di studi 
dannunziani, Pescara, 3-5 maggio 1984, Centro Nazionale di Studi Dannunziani; Pietro Gibellini (a cura 
di), D’Annunzio europeo, Lucarini, Roma, 1991.
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になると、1914 年 1 月創刊の《我等》で「水のあなたより」という名の海外情報欄
が始まった。形式が少し変わり、今度は完全に無署名になっている。だがこの連載は
同年9月に9回目を数えたところで終わってしまう 7。























7 《我等》も 1914 年内に終刊となる。
8 山口徹「鷗外「椋鳥通信」時代の情報圏―一九一四年の切断―」『鷗外』第 91 号、2012 年、
185-198 頁。
9 山口徹『鷗外『椋鳥通信』全人名索引』翰林書房、2011 年。金子幸代「『椋鳥通信』への視角 5
―椋鳥通信における人名の頻出順位（トップ二十九）―」（『富大比較文学』第 5 集、2012 年 12 月、
63-65 頁）によると、「椋鳥通信」では、ダンヌンツィオの登場回数は全体で 6 番目である。ゲア
ハルト・ハウプトマン（1862-1946、120 回）、ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ（1749-1832、
109 回）、レフ・トルストイ（1828-1910、107 回）、ヨハン・アウグスト・ストリンドベリ（1849-1912、
77 回）、フランク・ヴェデキント（1862-1918、68 回）に続いて、リヒャルト・ヴァーグナ （ー1813-1883）











○伊太利詩人 F. T. Marinettiという先生は未来主義（Futurismo）というものを発
表した。Cairo に住んでいた伊太利人の子で仏蘭西で育ったのである。仏蘭西語
が上手なので、これまでの作は仏蘭西語で書いた。［……］D’Annunzioを攻撃し













ので、Gabriele d’Annunzio は Siena の法廷へ呼び出された。判事はダンヌンチオ
という男は何ものだか知らないので、Pescara の本籍へ問合せた。その回答書に
云わく。「本人は一八六三年八月三十一日生の男子にして Francesco d’Annunzio
10 雑誌の発行年は「椋鳥通信」の発信年と同じ場合は省略。「5 月 1 日発行」の 5 号を「5 月」と記す。
11 《スバル》には 1909 年 1 月の創刊号から登場しており、「雑録」欄において『イオリオの娘』（La 
figlia di Jorio、1904 年初演）の紹介とその関連情報が載っている。署名の「栗生」は、栗原元吉
（1882-1969）と同定されている。cf. 前掲「鷗外「椋鳥通信」時代の情報圏」196 頁。
12 引用部分でLes DeuxをLes Dieuxに修正。「神々」とは、作曲家ジュゼッペ・ヴェルディ（1813-1901）
と詩人ジョズエ・カルドゥッチ（1835-1907）を指す。cf. ハンス・ヨアヒム・クナウプ「未来派と
ダヌンツィオ―マリネッティ著『神々の退場、ダヌンツィオ残る』について―」『慶應義塾大
学日吉紀要　ドイツ語学・文学』第 54 号、2017 年、1-16 頁。
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行機である。1910 年 2 月刊行の長篇小説『そうでもあり、そうでもなく』（Forse che 






小説の完成に大きく寄与したのは、飛行の実体験であった。1909 年 9 月 12 日、北
イタリアのブレッシャで開催されていたエアレースを観戦したとき、ダンヌンツィオ
は飛行機に乗せてもらうという貴重な体験をした。同年 9 月 13 日付、14 日付《ベル
リン日報》はこのニュースを報じているが、「椋鳥通信」にはなく、おそらく鷗外は
この記事を読まなかったのだろう。飛行機に関する情報も熱心に追っていた鷗外であ





り（Tom Antongini, Vita segreta di Gabriele D’Annunzio, Mondadori, Milano, 1938, p. 9.）、これによる
と 8 月 31 日は報告書の日付である。子供の人数の間違いは同書でも指摘されている。ダンヌンツィ
オはナポリ貴族の女性マリア・グラヴィーナ（1861-1926）との間にも、認知した娘と認知しなかっ
た息子がいる。母の名はイタリア語表記では Luisa de Benedictis である。
14 鷗外所蔵のダンヌンツィオの著作 16冊のうち、この時期に刊行されているのは以下の 4冊である。
ルードルフ・ビンディング（1867-1938）訳『船』（Das Schiff, Insel, Leipzig, 1910）、ビンディング、
フォルメラー訳『フェドラ』（Phädra, Insel, Leipzig, 1910）、フォルメラー訳『そうでもあり、そう
でもなく』（Vielleicht - vielleicht auch nicht, Insel, Leipzig,1910）、グスタフ・シュネーリ（1872-1944）
訳『聖セバスチャンの殉教』（Das Martyrium des Heiligen Sebastian, Reiss, Berlin, 1913）。1910 年 8
月 6 日発の通信には『船』の刊行予告がある（中、56 頁）。この通信で消息が伝えられるアルベルタ・
フォン・プットカマー（1849-1923）による評伝『ダンヌンツィオ』（Gabriele D’Annunzio, Schuster 
& Loefﬂer, Berlin, 1904）も蔵書に残っている。
― 264 ―
バル》7 月）の「○ Paulhan が飛行機競争に勝ったに就いて、D’Annunzio は Matin の
記者に頼まれて、讃辞を綴った。」（上、369 頁）というニュースである。フランス人
パイロット、ルイ・ポーラン（1883-1963）は 4 月末、ロンドン ‐ マンチェスター
間のエアレースで勝利を収めた。これを受けて、1910 年 3 月からフランスにいたダ
ンヌンツィオは、日刊紙《ル・マタン》紙の記者の取材に応じた。ポーランへの讃辞
は、4 月 30 日同紙第一面の「飛行とフランスの栄光に捧ぐ」（A la gloire de l'Aviation 




























15 Gianni Oliva (a cura di), Interviste a D’Annunzio (1895-1938), Rocco Carabba, Lanciano, 2002, pp. 
160-161.　翻訳はイタリア語の記事から行った。















1910 年 4 月 13 日発「椋鳥通信」（《スバル》6 月）には、「○ハイデルベルヒの美術























17 《スバル》1911 年 2 月にも退隠の情報がある（中、187 頁）。
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中立の立場を保ったが、翌 1915 年 5 月、オーストリアに宣戦布告して参戦した。ド
イツに宣戦布告をするのは 1916 年 8 月のことであるが、ドイツとオーストリアは同
盟国であり、イタリアが参戦するとトーデはガルドーネを去り帰国した（先述したハ





ジマの動向などが通信には書きとめられている。《スバル》1911 年 2 月の「○ Palazzo 
VendraminにあるRichard Wagnerの死んだ家に浮彫の記念碑が掛かる 18。」（中、151頁）





















1910年 8月 6日発（《スバル》10月）では「○Corriere della SeraにD’Annunzioが
外光劇場を立てるという記事があった。それをパリイでの事として諸新聞が伝えた
が、イタリアでの事らしい。」（中、52頁）と書かれている。ダンヌンツィオは、ヴァー
18 このニュースの情報源は未詳である。引用文中 Vendramin の綴りを修正している。
19 “In questo palagio / l’ultimo spiro di Riccardo Wagner / odono le anime / perpetuarsi come la marea 
/ che lambe i marmi.”（この館で人々は、リヒャルト・ヴァーグナーの最後の息が、大理石に打ち
寄せる波のように、永遠に続くのを聞く。）　碑版とダンヌンツィオをめぐる経緯については、Gino 
Damerini, D’Annunzio e Venezia, Albrizzi Editore, Venezia, 1992 [1943], pp. 84-85 を参照。
















ことになったのである。（《ベルリン日報》では Villa Cappucina などの表記になって
いるが、カッポンチーナ荘のことを指す。）
パリに来たダンヌンツィオの近況とカッポンチーナ荘の問題はどちらも、「椋鳥通
信」では 1910 年 5 月 7 日発（《スバル》7 月）で初めて報じられる。この回は全体と
して長く、情報が更新されてゆく様子がよくわかる（第 1 章の最後に扱った飛行士
ポーランのニュースは除く）。
○巴里の Hôtel Meurice に泊っている D’Annunzio は新聞記者に逢わないように
している。Paris-Journal はどうして聞き出したか、こんなことを書いた。本年二
月に Vaudeville 座で興行する筈の脚本を今書いている。その女主人公を Simonne
がすることになっている。また Amaranda という仏文小説を書いている。巴里を
舞台としたものである。伊太利の青年が巴里に来て種々の閲歴をするという筋で
















が日給 4 リラ台の時代である 21。（あとの引用で総売り上げが 4 万円と換算されている










○ Notre-Dame で日の入るときに orgue を聞せてもらいたいという注文をして、










の家財は、同年 5 月終わりから 6 月に競売にかけられることになる。その同じ 5 月の
曲をつけた『アマランタの 4 つの歌』（Quattro canzoni di Amaranta、1907 年）に残っている。1907
年から 1908 年まで関係のあったジュゼッピーナ・マンチーニ（1871-1965）に詩人がつけた愛称
である。
21 Sergio Zanichelli, Mario Taccolini, Il lavoro come fattore produttivo e come risorsa nella storia 
economica, Vita e Pensiero, Milano, 2002, p. 305.
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22日からは、パリでダンヌンツィオの書いた劇の上演が予定されていた。クロード・
ドビュッシー（1862-1918）が音楽をつける『聖セバスチャンの殉教』（Le Martyre de 










○債権者 Guzzo 等のために封印を附けられた D’Annunzio の財産は、詩人が五万
フランの支払をしたので、封印を剥がれた。残金は跡から払う筈である。詩人は
同時にGuzzoに対する訴を起す。（同上／中、313頁）













これより少し前、同年 5 月 2 日発（《スバル》7 月）には「○ Carducci の後







1913 年 3 月 30 日発（《スバル》6 月）で報じられた一件も同じ結末となった。「○




カーラ市が 3 月 12 日の詩人の誕生日祝いに故郷に家を建てることを申し出たのであ
る。この時も詩人は辞退した。



















○仏文の五幕物をD’Annunzioが書いた。題はLa Hache（斧。）（1911年 2月 5日
発、《スバル》4月／中、236-237頁）
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○パリイにいる Gabriele d’Annunzio は脚本を二つ書き掛けている。一つは
「Viviane と Merlin」で、昔話劇である。今一つは婦人問題を取り扱ったもので
ある。小説は「鵠なき Leda」と「Gioconda の掠奪」との二つである。（1913 年
7月28日発、《スバル》10月／下、321頁）
○パリイにいる Gabriele d’Annunzio は人形芝居の脚本を四、五種作り掛けてい
る。（同上／下、328頁）
D’Annunzio.　名犬伝を書く。題はLa vita dei Cani Illustriである。（《我等》1914
年5月／下、433頁）
このうち、予告通り実現したのは、「鵠なきレダ」、現代風には『白鳥なきレダ』
（La Leda senza cigno）という小説のみである。1913年 7月から 8月に《コリエーレ・
デッラ・セーラ》で連載された後、1916 年に本として刊行された。「Gioconda の掠
奪」のジョコンダとは、レオナルド・ダ・ヴィンチ（1452-1519）の描いた「モナ・
リザ」のことである。当初は『モナ・リザの盗奪』（Il ratto della Gioconda）という小
説の予定で、1911年9月頃から構想されていたが、『モナ・リザを盗んだ男』（L’uomo 
che rubò la Gioconda、1920年）という映画シナリオとして残っている。
1911年8月22日、ルーヴル美術館でモナ・リザが盗まれた事件は世界を驚かせた。
「椋鳥通信」は同年 9 月 1 日発（《スバル》11 月／中、466 頁）で第一報を伝え、その
後も情報を追っている。事件の解決は 1913 年 12 月のことで、こちらは 1914 年 1 月
10 日発「水のあなたより」（《我等》3 月／下、403-404 頁）で書かれた。犯人は名画
を祖国に返そうとしたというイタリア人ヴィンチェンツォ・ペルッジャ（1881-1925）
であった。







るという噂が流れた。1911 年 6 月 2 日発（《スバル》8 月）には、「○ Richard Strauss
は目下シムフォニイを書いている。ダヌンチオと共にオペラを作っているという風説
は誤である。」（中、367頁）とある 23。
22 Franco Di Tizio, D’Annunzio e Albertini. Vent’anni di sodalizio, Ianieri, Chieti, 2003, p. 73.　cf. 種村季
弘『詐欺師の楽園』（白水社、1980 年）にも関与への言及に関する記述がある。






○ Mascagni がオペラ Parisina を完成して Rosa di Cypro の作曲に掛かった。二つ
共Gabriele d’Annunzioがリブレットオを書いている。」（1913年 3月 3日発、《ス
バル》5月／下、273頁）
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と書き加えられている。























○パリイで飛行機が墜落して陸相 Berteaux は即死、首相 Monis は負傷した。（五
月二十一日午前八時五十五分パリイ）






そして音楽を作った Debussy と背景をかいた Léon Bakst とを褒めている。（中、
374-375頁）
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「○ La mort parfumée（La Pisanella）は Gabriele d’Annunzio の新作滑稽戯曲（三幕）
である。」（下、289-290頁）、同年6月22日発（《スバル》9月）「○六月十二日にパリ
イで Gabriele d’Annunzio 作 Pisanella が上場せられる。Kypros 島の王子に思われた娼






の今一つの近作脚本である。」（下、348 頁）と「○新作滑稽脚本 Il Caprifoglio(Das 





Gabriele d’Annunzio. Porte St. Martin で上場した新脚本は Le Chèvre-feuille と題
25 島崎藤村（1872-1943）は、1913 年 5 月末から 1916 年 4 月末までパリに滞在している。来て間
もなくの 1913 年 6 月、小山内薫（1881-1928）とともにシャトレ劇場で『ピサネル』を観劇した。
同年 9 月 7 日から 10 日の《東京朝日新聞》に掲載された「露西亜の舞踏劇とダヌンチオの『ピ
サネル』」の最終回でそのときのことが語られている（『藤村全集　第 6 巻』筑摩書房、1967 年、



















り、それが発覚してウーゴは処刑されるという話である。1913 年 12 月 10 日発「水
のあなたより」（《我等》1914 年 2 月）では「D’Annunzio.  Mascagni の新作オペラ
Parisina のリブレットはダヌンチオの作である。Ugo d’Este の継母パリジナとの恋物
語である。」（下、399頁）と書かれている。
7．リビア戦争、そして第一次大戦へ





は、それを中断して、1911 年 10 月から翌年 2 月まで戦争を支持する十篇の詩『海の
彼方での武勲をたたえる歌』（Canzoni della Gesta d’oltremare）を寄稿する。一つ目
の「海の彼方の歌」（Canzone d’oltremare）は 10月 8日付の同紙に掲載された。1911
年 12月 1日発の「椋鳥通信」（《スバル》1912年 2月）が「○Corriere della Sera紙上
で Gabriele d’Annunzio の戦争の詩が発表せられた。」（下、14 頁）、「○上に言った
D’Annunzio の詩は La canzone d’oltre mare（海外の歌）と題して五十三闕から成り
立っている。」（下、15 頁）と報じているのは、このことである。ダンヌンツィオの
提案で、一篇の詩のために文化面全面が使われた。1911 年 12 月 25 日発（《スバル》









































26 Hugo von Hofmannsthal, “Risposta alla «Nona canzone» di Gabriele D’Annunzio”, in Gabriele 
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1912 年 10 月、イタリアはトリポリタニアとキレナイカの領有を認められ、当初の







第一次バルカン戦争でオスマン帝国は敗北し、1913 年 5 月末にこの戦争に関する





「水のあなたより」で最後に伝えられたダンヌンツィオの消息は、1914 年 5 月 3 日
（《我等》7月）の「Gabriele d’Annunzio. パリイで大病になって、絶食している。」（下、














いた。翌月 9 月 10 日の同紙九面には、「伊文豪の歓迎　我が文壇は何をすべき」との
見出しで、内田魯庵（1868-1929）の談話が載っている。魯庵は、前年に小山内薫が
D’Annunzio e Eleonora Duse, a cura di Arturo Mazzarella, traduzione di Marion Lindlar, Shakespeare 
& Company, Brescia, 1984, p. 85.　オリジナルは以下に収録。Antwort auf die «Neunte Canzone» 















ロ・フェラリン（1895-1941）らは、1 万 8 千キロの距離を多くの補給地を経由しな
がら、3ヵ月あまりをかけて日本へ飛んできた。
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